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【提出日】平成23年10月28日(2011.10.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　４ストロークエンジン用の低灰分潤滑剤組成物であって、
　ａ）ＡＰＩ分類のグループ１～５のオイルから選択される少なくとも１種の基油類と、
　ｂ）１００℃での動粘度が７５～３０００ｃＳｔである重質ポリαオレフィン（ＰＡＯ
）からなる群から選択される少なくとも１種のＰＡＯ化合物（ｂ）および／またはポリイ
ソブテン（ＰＩＢ）系の高分子化合物からなる群から選択される少なくとも１種のＰＩＢ
化合物（ｂ）と、
　ｃ）式：Ｒ（ＯＨ）ｍ（ＣＯＯＲ’（ＯＨ）ｐ）ｎ

（式中、ｍは０～８の整数であり；ｎは１～８の整数であり；ｐは０～８の整数であり；
ｐ＋ｍは少なくとも０を超えており；ＲおよびＲ’は、互いに独立して、炭素数１～３０
の飽和または不飽和の直鎖または分岐鎖の炭化水素基であり、任意で、少なくとも１種の
芳香族基で置換されている）
　で表されるエステルからなる群から選択される少なくとも１種のエステルまたはそのホ
ウ酸誘導体と、
　を含み、
　ＡＳＴＭ　Ｄ８７４規格に従い測定される硫酸灰分が０．５％以下であり、ＡＳＴＭ　
Ｄ５１８５規格に従い測定されるリン分が５００ｐｐｍ以下であり、ＡＳＴＭ　Ｄ５１８
５規格に従い測定される硫黄分が０．２％未満である低灰分潤滑剤組成物。
【請求項２】
　請求項１において、エステル（ｃ）が、Ｒ基に、少なくとも１つの遊離のヒドロキシ残
基を有しており、前記ＯＨ基は、Ｒ基が結合するエステル部位のＣＯ官能基の炭素原子か
ら数えて前記Ｒ基のα位、β位またはγ位に位置しており、および／またはＲ’基に、少
なくとも１つの遊離のヒドロキシ残基を有しており、前記ＯＨ基は、Ｒ’基が結合するエ
ステル部位のＣＯＯ基の酸素原子から数えて前記Ｒ’基のβ位、γ位またはδ位に位置し
ている低灰分潤滑剤組成物。
【請求項３】
　請求項１または２において、エステル（ｃ）のＲ’基がＣ１～Ｃ１０である低灰分潤滑
剤組成物。
【請求項４】
　請求項３において、ｐが少なくとも０を超えており、エステル（ｃ）のＲ基がＣ８～Ｃ

２５である低灰分潤滑剤組成物。
【請求項５】
　請求項４において、少なくとも１種のエステル（ｃ）が、グリセロールのモノエステル
、ジエステルまたはそれらのホウ酸誘導体から選択される低灰分潤滑剤組成物。
【請求項６】
　請求項３において、ｎは１～４の整数であり、エステル（ｃ）のＲ基がＣ１～Ｃ５であ
る低灰分潤滑剤組成物。
【請求項７】
　請求項６において、少なくとも１種のエステル（ｃ）が、シトレート類、タルトレート
類、マレート類、ラクテート類、マンデレート類、グリコレート類、ヒドロキシプロピオ
ネート類、ヒドロキシグルタレート類またはそれらのホウ酸誘導体から選択される低灰分
潤滑剤組成物。
【請求項８】
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　請求項１から７のいずれか一項において、Ｍ１１１ＦＥ試験で測定される最低燃費向上
率が少なくとも２．５％であり、かつ、欧州自動車工業会が定めるＡＣＥＡ－Ｃ１規格を
満たしている低灰分潤滑剤組成物。
【請求項９】
　請求項１から８のいずれか一項において、ＡＳＴＭ　Ｄ４４５規格で測定される１００
℃での動粘度が５．６～１６．３ｃＳｔである低灰分潤滑剤組成物。
【請求項１０】
　請求項１から９のいずれか一項において、ＳＡＥ　Ｊ３００分類によると５Ｗ３０グレ
ードに相当する低灰分潤滑剤組成物。
【請求項１１】
　請求項１から１０のいずれか一項において、粘度指数が１３０以上である低灰分潤滑剤
組成物。
【請求項１２】
　請求項１から１１のいずれか一項において、基油類または基油類の混合物（ａ）が、組
成物中少なくとも７０重量％に達する低灰分潤滑剤組成物。
【請求項１３】
　請求項１から１２のいずれか一項において、基油類または基油類の混合物（ａ）が、
　少なくとも１種のグループ３の基油類を、当該潤滑剤組成物の総重量に対して少なくと
も６０重量％、および
　少なくとも１種のグループ４の基油類を、当該潤滑剤組成物の総重量に対して少なくと
も１０重量％、
　含んでいる低灰分潤滑剤組成物。
【請求項１４】
　請求項１から１３のいずれか一項において、少なくとも１種の化合物（ｂ）が、重質ポ
リαオレフィン（ＰＡＯ）からなる群から選択されるＰＡＯ化合物と、ポリイソブテン（
ＰＩＢ）系の高分子化合物からなる群から選択されるＰＩＢ化合物とで構成される低灰分
潤滑剤組成物。
【請求項１５】
　請求項１から１４のいずれか一項において、少なくとも１種の化合物（ｂ）を０．１～
６％含み、少なくとも１種の化合物（ｃ）を０．１～２．５％含んでいる低灰分潤滑剤組
成物。
【請求項１６】
　請求項１から１５のいずれか一項において、さらに、
　少なくとも１種のジチオリン酸亜鉛系の耐摩耗剤化合物、および
　任意で、アミンリン酸塩類、
　を含んでいる低灰分潤滑剤組成物。
【請求項１７】
　請求項１から１６のいずれか一項において、少なくとも１種のジチオリン酸亜鉛系の耐
摩耗剤化合物が１％以下含まれている低灰分潤滑剤組成物。
【請求項１８】
　請求項１から１７のいずれか一項において、アミンリン酸塩系の添加剤を含まない低灰
分潤滑剤組成物。
【請求項１９】
　請求項１から１８のいずれか一項において、モリブデン系の摩擦調整剤を含まない低灰
分潤滑剤組成物。
【請求項２０】
　請求項１から１９のいずれか一項において、さらに、
　少なくとも１種の酸化防止剤化合物、
　を含んでいる低灰分潤滑剤組成物。
【請求項２１】
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　請求項１から２０のいずれか一項において、少なくとも１種の酸化防止剤が０．０１～
５％含まれている低灰分潤滑剤組成物。
【請求項２２】
　請求項１から２１のいずれか一項において、ＡＳＴＭ　Ｄ－２８９６規格に従い測定さ
れる塩基価（ＢＮ）が潤滑剤組成物中８ｍｇＫＯＨ／ｇ以下である低灰分潤滑剤組成物。
【請求項２３】
　請求項１から２２のいずれか一項において、さらに、
　粘度指数改良ポリマーを０～３％、
　含み、
　前記粘度指数改良ポリマーは、高分子エステル；オレフィン系コポリマー（ＯＣＰ）；
スチレン、ブタジエンまたはイソプレンのホモポリマーまたはコポリマー；およびポリメ
タクリレート（ＰＭＡ）からなる群から選択されたものである低灰分潤滑剤組成物。
【請求項２４】
　請求項１から２３のいずれか一項に記載の潤滑剤組成物を製造する方法であって、
　基油類または基油類の混合物（ａ）に、少なくとも１種の化合物（ｂ）および少なくと
も１種の化合物（ｃ）を含むパッケージ添加剤を希釈して、
　任意で、粘度指数改良ポリマーを添加する、潤滑剤組成物製造方法。
【請求項２５】
　請求項２４において、パッケージ添加剤が潤滑剤組成物中１０～３０重量％になるよう
に希釈され、粘度指数改良ポリマーが潤滑剤組成物中０～３重量％添加される、潤滑剤組
成物製造方法。
【請求項２６】
　４ストロークエンジン用の潤滑剤に使用されるパッケージ添加剤であって、
　前記潤滑剤は、ＡＳＴＭ　Ｄ８７４規格に従い測定される硫酸灰分が０．５％以下であ
り、ＡＳＴＭ　Ｄ５１８５規格に従い測定されるリン分が５００ｐｐｍ以下であり、ＡＳ
ＴＭ　Ｄ５１８５規格に従い測定される硫黄分が０．２％未満であり、
　前記パッケージ添加剤は、
　重質ポリαオレフィン（ＰＡＯ）からなる群から選択される少なくとも１種のＰＡＯ化
合物（ｂ）および／またはポリイソブテン（ＰＩＢ）系からなる群から選択される少なく
とも１種のＰＩＢ化合物（ｂ）と、
　少なくとも１種のヒドロキシ化されたエステル（ｃ）と、
　を含み、さらに、
　任意で、耐摩耗・極圧剤、摩擦調整剤、清浄剤または過塩基性の清浄剤、酸化防止剤、
流動点降下剤、分散剤、消泡剤、増ちょう剤、または粘度指数改良ポリマー、
　を含むパッケージ添加剤。
【請求項２７】
　請求項２６において、
　重質ポリαオレフィン（ＰＡＯ）からなる群から選択される少なくとも１種のＰＡＯ化
合物（ｂ）および／またはポリイソブテン（ＰＩＢ）系からなる群から選択される少なく
とも１種のＰＩＢ化合物（ｂ）を０．５～３０重量％含み、
　少なくとも１種のヒドロキシ化されたエステル（ｃ）を０．５～１５重量％含んでいる
パッケージ添加剤。
【請求項２８】
　請求項１から２３のいずれか一項に記載の組成物の、４ストロークエンジン用の潤滑剤
としての使用。
【請求項２９】
　式：Ｒ（ＯＨ）ｍ（ＣＯＯＲ’（ＯＨ）ｐ）ｎ

（式中、ｍは０～８の整数であり；ｎは１～８の整数であり；ｐは０～８の整数であり；
ｐ＋ｍは少なくとも０を超えており；ＲおよびＲ’は、互いに独立して、炭素数１～３０
の飽和または不飽和の直鎖または分岐鎖の炭化水素基であり、任意で、少なくとも１種の
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芳香族基で置換されている）
　で表されるエステルからなる群から選択される少なくとも１種のエステルまたはそのホ
ウ酸誘導体の、４ストロークエンジン用の潤滑剤組成物を調製する上での摩擦調整剤とし
ての使用であり、
　前記潤滑剤組成物が、ＡＳＴＭ　Ｄ８７４規格に従い測定される硫酸灰分が０．５％以
下であり、ＡＳＴＭ　Ｄ５１８５規格に従い測定されるリン分が５００ｐｐｍ以下であり
、ＡＳＴＭ　Ｄ５１８５規格に従い測定される硫黄分が０．２％以下である使用。
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